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調査協力者　首都圏にあるＡ市内 5地区の公立小学校 5校の 1年生児童の保護者（591名）を
対象とし，2010年 11月に第 1回目の調査を行った。その翌年の 2年生時に第 2回目，2012年



























らに，第 2因子「仲間」との間には r＝.281,第 3因子「地域の支え」との間には r＝.229,第 4





















   Ⅰ    Ⅱ    Ⅲ    Ⅳ    Ⅴ
　　Ⅰ　安心安全（α＝.811） 　 　 　 　 　
ケガや病気になった場合に対処する大人がいる .885 .061 －.011 .024 －.128
子どもの顔を知っている大人がいる .840 .062 .050 .010 －.148
しつけをしてくれる大人がいる .745 .002 .011 －.030 .132
いろいろなことを教えてくれる大人がいる .649 .089 －.060 .000 .194
不審者が侵入しないように監視されている .576 －.141 .013 .022 .097
　　Ⅱ　仲間（α＝.801）
鬼ごっこやかけっこなどの外遊びをする －.100 .812 －.012 .049 .001
たくさんの子どもと一緒になって遊ぶ .005 .762 .024 .000 －.007
外に出て運動をする －.171 .742 .002 .026 .052
他に行くところがなくて家で遊ぶ －.142 －.580 －.066 .085 .001
自分ひとりきりで遊ぶ －.114 －.505 .054 .019 .099
他の学年の子どもと一緒に過ごす .199 .422 －.016 .011 .043
　　Ⅲ　地域の支え　（α＝.767）
子どもはこの地域でのびのびと育っている －.055 －.044 .808 .044 －.034
放課後の子どものよい居場所が近場にある －.024 .073 .681 －.034 .040
子どもは地域の人々に支えてもらっていると思う .168 －.088 .628 －.023 .012
子どもが放課後していることには満足している －.043 .163 .495 .025 .036
　　Ⅳ　工夫　（α＝.778）
自分で遊びを創意工夫する .060 －.063 .039 .849 －.068
自分から新しい遊びを見つける －.034 .065 －.028 .746 .080
　　Ⅴ　チャレンジ　（α＝.712）
多少危険でもチャレンジできるものがある －.023 .025 .074 －.037 .727






























































































1 2 3 4 5 6 7
Q30 資格をとるための勉強をする 1.037       
Q29 就職のための勉強，活動をする .895       
Q32 英会話など，将来，役に立ちそうなことを勉強する .816       
Q28 大学の勉強の予習，復習をする .705       
Q31 図書館に行き本を読む .686       
Q27 ボランティアをする .554       
Q6 スポーツをしたり，ランニングをしたりして外で過ごす  .916      
Q1 外に出て運動をする  .668      
Q9 出かけるところは広い外である  .653      
Q13 室内より，外で過ごしたい  .573      
Q16 建物の中や室内で過ごす  －.554      
Q5 たくさんの人と一緒になって過ごす  .530      
Q17 家族と過ごす   .908     
Q11 おおきなケガや病気になった場合に対処する大人がいる   .582     
Q15 一時間以上乗り物の中で過ごす   .572     
Q26 家の手伝いをする   .477     
Q21 パソコンを使う    .871    
Q22 メディアを見る    .602    
Q25 アルバイトをする    －.499    
Q7 テレビゲーム・オンラインゲーム・携帯ゲームなどをする    .463    
Q18 友人恋人など親しい人と過ごす     .649   
Q8 どこの場所に行くか選択肢がたくさんある     .512   
Q23 買い物をする     .488   
Q4 他の行くところがなくて，家で過ごす      .741  
Q2 自分ひとりきりで過ごす      .579  
Q33 家でペットと遊ぶ，あるいはボーとしている      .472  
Q19 大学のサークル，クラブ活動，学生委員会などをする       .701



























自己研鑽 2.25 1.83 A＞ B　**
戸外活動 2.42 2.46
家族 2.58 1.76 A＞ B　**






























自己研鑽 戸外活動 家族 個人的活動 社交性 一人ぼっち
サークル・
クラブ
居心地の良さの感覚 .150 .431* －.137 －.044 .434* －.170 .360
課題問題の存在 .465* .371* －.046 －.116 .382* －.120 .431*
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